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第 4 章では、 Fe-C-Cr 合金粉末を減圧プラズマ溶射した皮膜の組織と強度に及ぼす皮膜温度の影響について検討し
ている。溶射皮膜の強度は溶射粒子間の密着性に大きく依存することから、溶射中の皮膜温度を上昇させることによ
って高硬度、高強度の皮膜となることを明らかにしている。











(1)高炭素 Fe-C および Fe-C-Si 合金を溶射して得られた急冷凝固皮膜の構成相は残留オーステナイトと非平衡相の
ε 相からなり、これらの皮膜は、溶射したままおよび673 K までの焼戻しによって900 Hv の高硬度の皮膜となること、





K の焼戻しでも 1000 Hv 以上の硬さが維持され、硬質の皮膜となることを明らかにしている。
(3)粉末溶射材料による実用化の可能性について、アトマイズ法で溶製した Fe-C-Si 合金粉末を用いて、皮膜の組織
と強度に及ぼす皮膜温度の影響について検討し、溶射中の皮膜温度を821'""933 K に上昇させると溶射粒子間の密着性





(5)高速フレームを用いてクロムとモリブデンを複合添加した Fe-C-Si-Cr-Mo 合金皮膜を作製し、 HIP 処理を施し
たときの皮膜の組織と強度および摩耗特性に及ぼす後熱処理の影響について検討を行い、 HIP 処理によってち密で高
強度の皮膜が可能となり、耐摩耗性に優れた皮膜となること、皮膜の後熱処理における温度管理は高強度を得るため
にとくに重要であることを明らかにしている。
以上のように、本論文は高炭素鉄合金溶射皮膜における組織と強度との関係を系統的に明らかにしたことによっ
て、高炭素鉄合金による溶射被覆法が耐摩耗性を必要とする部材に適用されることの有効性を明らかにしている。本
研究で得られた成果、知見は高炭素鉄合金を耐摩耗用溶射材料として適用するための基礎となるものであり、高炭素
鉄合金皮膜の新たな用途開発に寄与するところが大きい。よって、本論文は論文博士として価値あるものと認める。
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